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平
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二
月

四
日
発

行
  

  
 聖

人
の
唱

へ
さ
せ
給

ふ
題

目
の
功

徳
と
、
 

 
 
我

等
が
唱

へ
申

す
題

目
の
功

徳
と
、
 

何
程

の
多

少
候

べ
き
や
 
 
（
高

祖
日

蓮
聖
人

・松
野

殿
御

返
事

） 
  
今

年
二

月
十

六
日

は
日

蓮
聖

人
の
第

七
九

七
回

の
お

誕
生

日
で
、三

年
後
に
第

八
〇
〇
回

を
 

迎
え
る
に
あ

た
り
、四

月
三

日
の
午

後
か
ら

「
宗

祖
御

降
誕

八
〇
〇
年

中
四

国
教

区
大

会
」
が
 

倉
敷

市
民

会
館

で
執

り
行

わ
れ
ま

す
。
大

勢
の
皆

さ
ん

が
異

体
同

心
に
て
お

題
目

を
唱

え
ら

れ
 

る
、ま

た
と

な
い
機

会
で
す

の
で
、参

加
ご

希
望

の
方

は
、お

寺
ま

で
ご

連
絡

く
だ
さ
い
。
 

 
冒

頭
の
お

言
葉

は
、聖

人
の
ご

と
き

智
者

の
唱

え
る
題

目
と

、自
分

等
の
唱

え
る
題

目
と

、 

そ
の
功

徳
に
相

違
が
あ

る
だ
ろ
う
か
�
。
勝

劣
な

ど
あ

る
は
ず

は
な

い
と

の
教

え
で
す

。
そ
れ
 

は
例

え
る
な

ら
、智

者
の
持

つ
お

金
も
、無

智
な

る
者

の
持

つ
お

金
も
、差

別
な

い
の
と

同
じ
 

だ
と

い
う
こ
と

で
す

。
但

し
、法

華
経

の
心

に
背

い
て
題

目
を

唱
え
る
な

ら
大
い
に
差

別
は
あ

 

る
、と

も
説

か
れ
て
い
て
、法

華
経

（お
題

目
）の

修
行

に
励

み
、法

華
経

の
心

に
か
な

う
な

 

ら
、智

者
の
唱

え
る
題

目
と

愚
者
の
唱

え
る
題

目
と

は
何

ら
差

別
は
な

い
、と

の
お

示
し
で
す

。
 

「
仏

の
御

意
は
法

華
経

な
り
、日

蓮
が
魂

は
、南

無
妙

法
蓮

華
経

に
す

ぎ
た
る
は
な

し
。
南

無
 
 

妙
法

蓮
華

経
と

唱
へ
奉

る
念

は
大

慈
悲

の
念

な
り
」
（御

義
口

伝
） 

「
法

華
経

一
部

の
肝

心
は
、南

無
妙

法
蓮

華
経

の
題

目
に
て
候

」
（妙

法
尼

御
前

御
返

事
） 

 
と

も
仰

せ
で
す

。
お

釈
迦

さ
ま

の
大

慈
悲

の
教

え
＝
法

華
経

を
信

じ
て
、日

蓮
聖

人
が
導

か
 

れ
た
お

題
目

を
唱

え
る
な

ら
、無

条
件

で
奇

瑞
が
現

れ
、心

願
が
成

就
す

る
の
で
し
ょ
う
。
 

 
そ
し
て
、私

た
ち

の
心

さ
え
誠

実
で
あ

る
の
な

ら
、特

に
神

仏
に
祈

願
し
な

く
て
も
、自

然
 

と
神

仏
か
ら

の
お

示
し
が
あ

り
、気

付
き

を
得

ら
れ
る
も
の
で
す

。
皆

さ
ま

に
も
、そ

う
い
う
 

心
当

た
り
が
一

つ
や

二
つ
、今

ま
で
の
人

生
経

験
の
中

に
お

あ
り
で
は
あ

り
ま

せ
ん

か
。
こ
の
 

よ
う
な

神
仏

の
ご

加
護

や
祈

願
・祈

祷
の
不

思
議

を
通

じ
て
、お

題
目

の
あ

り
が
た
さ
が
し
み

 

じ
み

と
分

か
れ
ば
、毎

日
の
生

活
と

共
に
仕

事
や

信
仰
に
も
精

が
出

て
く
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
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周
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平
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九
年
 

 
 

三
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忌
―

平
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二
八

年
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―
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成
二

四
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一
三
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―
平

成
一

八
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一
七

回
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―
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一

四
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二
三
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―
平
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八
年
 

二
七

回
忌

―
平

成
 

四
年
 

三
三

回
忌

―
昭

和
六

一
年
 

三
七

回
忌

―
昭

和
五

七
年
 

四
三

回
忌

―
昭

和
五

一
年
 

四
七

回
忌

―
昭

和
四

七
年
 

五
〇

回
忌

―
昭

和
四

四
年
 

☸
御
祈
祷
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祈
祷

御
祈
祷

御
祈
祷
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ご

の
ご

の
ご

の
ご
案
内

案
内

案
内

案
内

 
 

本
住

寺
で

は
各

種
ご

祈
祷

を
厳

修
い

た
し

ま
す

。
 

お
寺

で
の

ご
祈

祷
の

他
、
出

向
し

ご
祈

祷
す

る
こ

と
も

出
来

ま
す

の
で

、
お

気
軽

に
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
 

 ・御
祈

願
 

・厄
除

け
 

・車
体

祈
祷

 

・地
鎮

祭
 

・家
祈

祷
 

・・・等
々
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 十
五
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十
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九

日
 

九
日
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三
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  二
十

三
日
 

十
日
 

～
十

五
日
 

八
日
 

十
三

日
 

 二
十

日
 

三
日
 

 二
十

九
日
 

二
十

一
日
 

三
日
 

五
日
 

～
七

日
 

お
焚

き
上

げ
 

 観
音

経
写

経
 
納

経
会
 

境
内

清
掃

（
１

班
 

関
屋

）
 

 御
会

式
（

旧
暦

十
月

十
二

日
夕

）
 

※
総

代
世

話
人

（
回

向
袋

）
 

境
内

清
掃

（
５

班
 

遠
田

）
 

 秋
の

お
彼

岸
（

午
後

２
時

～
）
 

  秋
の

妙
見

さ
ま

（
旧

八
月

十
四

日
） 

お
盆

の
お

経
回

り
 

境
内

清
掃
 

（
４

班
 

有
井

・
呉

妹
・

二
万

）
 

境
内

清
掃

（
３

班
 

吉
則

・
玉

島
）
 

 花
ま

つ
り

（
午

前

10

時
～

）
 

※
総

代
世

話
人

会
（

昼
食

付
）
 

開
山

大
覚

大
僧

正
御

命
日
 

 春
の

妙
見

さ
ま

（
旧

三
月

十
四

日
）
 

春
の

お
彼

岸
（

午
後

２
時

～
）
 

節
分

豆
ま

き
 

新
年

初
祈

祷
 

古
い

お
塔

婆
な

ど
を

抜
魂

し
、

お
焚

き
上

げ

い
た

し
ま
す
 

 書
き

た
め
た

お
写
経

を
お
清
め

し
て
 

御
宝

前
へ
納

め
ま
す
 

よ
ろ

し
く
お

願
い
い

た
し
ま
す
 

 日
蓮

聖
人

の
ご

命
日

に
あ

た
り

、
本

堂
に

て

法
要

を
行
い

ま
す
（

芋
煮
接
待

）
 

よ
ろ

し
く
お

願
い
い

た
し
ま
す
 

 ご
先

祖
さ
ま

の
供
養

を
い
た
し

ま
す
 

（
卒

塔
婆
供

養
は
別

途
受
付
）
 

 遠
田

講
中
の

皆
さ
ま

と
妙
見
堂

で
お

経
 

皆
さ

ま
の
お

家
へ
お

経
に
参
り

ま
す
 

よ
ろ

し
く
お

願
い
い

た
し
ま
す
 

よ
ろ

し
く
お

願
い
い

た
し
ま
す
 

 お
花

と
甘
茶

を
誕
生

仏
に
捧
げ

ま
す
 

（
甘

茶
と
か

き
餅
の

お
接
待
）
 

法
要

の
後
、

昼
食
を

と
り
な
が

ら
 

『
総

代
世
話

人
会
』

を
執
り
行

い
ま

す
 

本
年

は
第
六

五
五
回

忌
で
す
 

 
 

 遠
田

講
中
の

皆
さ
ま

と
妙
見
堂

で
お

経
 

ご
先

祖
さ
ま

の
供
養

を
い
た
し

ま
す
 

（
卒

塔
婆
供

養
は
別

途
受
付
）
 

最
上

稲
荷
の

福
豆
は

…
 

随
時

祈
祷
を

受
け
付

け
ま
し
た
 

（
住

職
祈
祷

済
み
の

開
運
善
哉

の
お

接
待

）
 

妙
見
山

妙
見
山

妙
見
山

妙
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山
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本
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真
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町

服
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一
五

八
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☎

〇
八
六

（
六

九
八

）
九

七
七

〇
    

    ＊
仏

事
に

関
す

る
こ

と
等

で
お

悩
み

や
お

困
り

ご
と

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
ど

う
ぞ

お
気

軽
に

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

 

 

＊
法

事
の

ご
予

約
は

お
早

目
に

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
お

寺
の

都
合

に
よ

り
ご

希
望

さ
れ

る
日

時
で

も
お

受
け

で
 

き
な

い
場

合
が

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

 


